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１．研究の目的 

地球温暖化対策は、気候変動枠組み条約および京

都議定書でその一歩を踏み出したが、究極の目的で

ある気候安定化のためには温室効果ガスの一層の排

出量削減が不可欠で、日本においても、長期にわた

る継続した取り組みの方向性をできるだけ早く提示

することが求められている。具体的には、エネルギ

ーに強く依存している現在の社会の在り様を大きく

変えるための技術開発、ライフスタイルチェンジ、

社会システムの新しい方向を示す必要がある。その

ためには日本の研究者の英知を幅広く結集し、最新

の知見に基づいた日本の中長期温暖化対策シナリオ

を構築することが必要不可欠である。 
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 本プロジェクトでは、日本における中長期温暖化

対策シナリオを構築するために、①全体像を把握す

る長期シナリオ開発研究とシナリオで取り入れる対

策、施策、政策群の妥当性を検討する政策評価研究、

②中長期温暖化対策のための削減目標を設定する判

断基準検討研究、③都市対策、④IT 導入効果、⑤

交通対策など技術社会面での今後の変化・発展予測

をふまえた種々のオプションを検討する技術・社会

イノベーション統合研究を行い、2050 年までを見

越した日本の温室効果ガス削減のシナリオとそれに

至る環境政策の方向性を提示することを目的とする。 

 

２．研究の方法 

 本研究課題は、以下のサブ課題からなる。 

①温暖化対策評価のための長期シナリオ研究 

②温暖化対策の多面的評価クライテリア設定に関す

る研究 

③都市に対する中長期的な二酸化炭素排出削減策導

入効果の評価 

④温暖化対策のための、技術、ライフスタイル、社

会システムの統合的対策の研究―IT 社会のエコデ

ザイン－ 

⑤技術革新と需要変化を見据えた交通部門の CO2 削

減中長期戦略に関する研究 

 

 ①では、日本における 2050 年に向けた脱温暖化

政策オプションおよびそれらが統合化されたシナリ

オを検討する評価手法を開発し、日本における

2020 年までの中期シナリオと 2050 年までの中長期

シナリオを構築する。中期シナリオは現状から継続

性を持たせ、詳細な技術データ、経済データ、社会

指標などに基づいた精緻な積み上げ型モデルを用い、

短中期に実現性の高い政策オプションに基づいて作

成する。中長期シナリオは革新的技術に加えて、制

度、社会効率など、客観的に定量化しがたいパラメ

ータやコンセプトなども考慮した幅広い政策オプシ

ョンに基づいて作成する。また、本プロジェクトの

プラットフォームとして、プロジェクト全体の調整

を行うとともに、アドバイザリーボードを運営し、

総合的な研究を進める。 

 ②では、中長期的シナリオ形成のためのクライテ

リア（判断基準）を検討・確立し、さらにそれを合

意的知識（科学的・政策的・政治的に合意可能な知

識）とするための多面的クライテリアの検討と開発

を行う。まず既存の中長期計画や目標の形成プロセ

ス及びクライテリアに関する国際比較分析を行う一

方で、気候変動枠組条約第 3 条で提示する 5 原則

（衡平性・特別な事情への考慮・予防原則・持続可

能な発展・環境と貿易）や国際的気候変動対策の基

盤となる規範といった理念的・概念的クライテリア、

あるいは、短期的目標（あるいはレジーム）や安定
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化レベルに関する統合的シナリオとの整合性といっ

た政策指向クライテリアの妥当性、シナリオ及び政

策オプションへの適応可能性を提示する。さらに、

多面的クライテリアを総合するための意思決定過程

や、多面的クライテリアを満たす目標設定方法自体

の妥当性（絶対的数値目標か相対的目標かなど）の

検討を行う。 

 ③では、諸都市にさまざまな対策を連携的に導入

した場合を想定して二酸化炭素排出削減可能量を求

める。これらの対策を個別に導入した場合を想定し

て二酸化炭素削減量を算出し、それらを合計する従

来の方法では削減量の過大推計になるので、複数の

対策導入を組み込んだ統合的な解析を行うことによ

って二酸化炭素排出削減量を求める。まず、複数の

わが国の都市に対して、詳細な将来シナリオは設定

せずに、諸対策導入による二酸化炭素排出削減の最

大可能量を統合的な解析により推定する。次に、将

来の社会とライフスタイルの変化に伴う都市活動の

量及び内容の変化および技術革新と新技術の導入を

組み込んだ将来シナリオを作成し、それぞれのシナ

リオの元での二酸化炭素排出削減可能量を推定する。

この際、2020 年（中期）までの予測をまず行い、

ついで 2050 年（長期）の状態を対象とした検討を

行う。 

 ④では、IT(情報技術)化により誘発される社会変

化を持続可能な方向に導くことを目的に、IT 社会

の環境調和設計（エコデザイン）と、ライフスタイ

ルを環境調和的な方向へ誘導する IT 活用方法を研

究し、これらの成果を基に説得性の高い環境調和型

IT 社会像（2050 年）とその実現へのロードマップ

を提示する。 

⑤では、2020 年まで及び 2050 年までの２つのタ

イムスパンについて、交通部門からの CO2 排出量の

大幅削減のための中長期戦略の策定を行う。2020

年についての検討では、対策の投入時期と効果の発

現時期とのタイムラグを考慮した対策効果評価手法

を構築する。また、2050 年についての検討では、

不確実性の高い予測を行うのではなく、削減目標を

まず与え、その達成に必要な技術革新・交通行動変

化のシナリオを描くバックキャスティング手法を適

用して、向かうべき長期的なビジョンを提示する。 

 

３．研究の成果 

３．１ 欧州視察による先行研究の調査 

地球温暖化問題の究極的な目標である気候安定化

に向けて、国レベルでの中長期（2050 年）温室効

果ガス削減計画が具体的に計画され始めており、例

えば英国では 2050 年に 1997 年比 58%の CO2 排出量

削減計画を打ち出している。そこで、2004 年 5 月

17 日から 5 月 26 日の 10 日間、ドイツ、オランダ、

英国、フランス、ベルギー（EU）を訪問し、各国で

提案されている中長期温室効果ガス削減シナリオ

（脱温暖化シナリオ）構築の要点についてヒアリン

グ調査を行い、日本を対象とした研究を行う際の考

慮事項をまとめた。 

 

３．２ 2020 年シナリオの構築 

 2050 年を対象とした研究を進めるに当たり、ま

ず 2020 年の基準シナリオおよび対策シナリオを構

築する研究を行っている。2020 年およびそれ以降

を対象とした叙述的なストーリーラインを作成する

ことで将来予測のイメージを共有し、一般均衡モデ

ルによる定量化により 2020 年の基準シナリオを構

築している。それをもとに、都市、IT 社会、交通

など個別分野における基準シナリオおよび対策シナ

リオを構築し、2020 年を対象とした包括的なシナ

リオを作成する。対策の目標値については、様々な

クライテリアを総合的に判断して、ある程度幅のあ

るロバストなターゲットを探索している。 

 

４．今後の課題 

 2020 年シナリオは 2050 年への橋渡しである。今

後 2050 年の社会経済像のイメージ図を叙述的およ

び定量的に描き、2050 年低炭素社会に向けた対策

オプションの検討を行う。 
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